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脂溶性貝毒アザスピロ酸のモニタリング技術の高度化

別紙１ 研究成果概要

脂溶性貝毒アザスピロ酸 (AZA, Fig.1) による食中毒が国外において散見されるため、我が国における本貝毒の監視体制整備が必要となる。
ただし、我が国沿岸域でのAZA 産生渦鞭毛藻の分布状況と毒生産能や、二枚貝における本毒の蓄積特性は明らかとなっていない。また、監
視体制構築において必要な、渦鞭毛藻や毒の検出手法についても開発する必要がある（Fig.2）。そこで、沿岸域におけるAZA産生種の分布
状況ならびに毒生産能を明らかにした (Fig.3)。また、国際的に未記載の種についても同定した。ホタテガイやカキ、ムラサキイガイにおける
AZAの蓄積率と代謝物を明らかにし、それぞれにおいて蓄積率と代謝能が異なることが明らかとなった (Fig.3)。監視体制構築に必要な渦鞭
毛藻の検出方法については、qPCR法や定量メタバーコーディング法を開発した （Fig.4)。また、海水や二枚貝中の微量なAZA検出のための
機器分析法に資する前処理法・検出法を検討している。
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Fig.1 AZA生産種（Azadinium
poporum）とAZAの基本骨格（右）

Fig.2 AZA産生藻を用いた分子遺伝学的手法ならびに分析化学的手法による検出方法の開発
2019.9 洞爺湖（噴火湾）
Az. poporum_A2 (AZA-2)

2018.11 廿日市（広島湾）
Az. spinosum (AZA)
Azadinium sp.2 (ND)
2019.10 大竹（広島湾）
Az. zhuanum (ND)
2020.9 江田島（広島湾）
Az. poporum_B (AZA-2, 11)
Az. poporum_C1 (AZA-2, ND)
2021.2 江田島（広島湾）
Az. poporum_A1 (AZA-59)

2017.3 高知（土佐湾）
Az. zhuanum (ND)

2018.7 浜松（浜名湖）
Az. poporum_C1 (AZA-2)
2024.7 浜松（浜名湖）
Az. poporum_B (AZA-2)

2019.4 三浦（相模湾）
Azadinium sp.
2020.7 城ヶ島
Az. cuneatum (ND)
2024.1 三浦（相模湾）
Az. cf. dexteroporum
Am. fulgens (ND)

2016.6 真鶴（相模湾）
Az. poporum_C1 (AZA-2)

2020.10 黒潮流域
Az. caudatum
Az. cf. dexteroporum
(ND)

2019.10 上五島
Am. fulgens (ND)

2021.9 黒潮流域
Am. fulgens (ND)

2021.11 鳥島南西
Az. dexteroporum
(ND)

2022.6 厚岸沖
Az. dalianense (ND)

2022.8 仙台湾
Az. poporum_B (AZA-2, 11, 36, 40)
Az. poporum_C1 (AZA-2)

2022.7 十勝港
Az. zhuanum

2018.8 青森･平内（陸奥湾）
Az. poporum_B (AZA-2)
Az. trinitatum (ND)
Az. anteroporum (ND)
Am. fulgens (ND)
2019.8 平内･蓬田（陸奥湾）
Az. poporum_A2 (AZA-2)
Az. poporum_B (AZA-2)
2020.9 野辺地沖（陸奥湾）
Az. poporum_C1 (AZA-2)
2021.8 野辺地沖（陸奥湾）
Az. poporum_B (AZA-2, 40)
2021.9 野辺地沖（陸奥湾）
Az. cf. dexteroporum (ND)
Am. fulgens (ND)

2024.6 函館湾
Az. zhuanum 
(ND)

Fig.3 Azadinium, Amphidoma属の分布 （未記載種含む） と毒生産能の確認ならびに二枚貝における毒の蓄積と代謝

Fig.4 一定量の内部標準DNAを試料に添加することによ
り、定量性を有するメタバーコーディングの開発に成功
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※本概要は、令和７年度に実施した中間評価時点までの研究実績を基に、受託者により作成されたものです。
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